
    ストーカー規制法第７条に規定するストーカー行為等の
被害者であり、かつ、更に反復してつきまとい等をされるお
それがあり、かつ、加害者が、その住所を探索する目的
で、住民基本台帳法上の請求を行うおそれがある。

   児童虐待防止法第２条に規定する児童虐待を受けた児
童である被害者であり、かつ、再び児童虐待を受けるおそ
れがあり、又は監護等を受けることに支障が生じるおそれ
があるものについて、加害者が、その住所を探索する目的
で、住民基本台帳法上の請求を行うおそれがある。

Ｄ  その他前記ＡからＣまでに準ずるケースＤ  その他前記ＡからＣまでに準ずるケースＤ  その他前記ＡからＣまでに準ずるケースＤ  その他前記ＡからＣまでに準ずるケース

別  紙

Ｃ  児童虐待の防止等に関する法律Ｃ  児童虐待の防止等に関する法律Ｃ  児童虐待の防止等に関する法律Ｃ  児童虐待の防止等に関する法律
（児童虐待防止法）（児童虐待防止法）（児童虐待防止法）（児童虐待防止法）

    「住民基本台帳事務における支援措置申出書」の「申出者の状
況」欄に、次の区分により、いずれかにレを記入してください。

Ａ Ａ Ａ Ａ  配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律 配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律 配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律 配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律

（配偶者暴力防止法）（配偶者暴力防止法）（配偶者暴力防止法）（配偶者暴力防止法）

   配偶者暴力防止法第１条第２項に規定する被害者であ
り、かつ、暴力によりその生命又は身体に危害を受けるお
それがあり、かつ、加害者が、その住所を探索する目的
で、住民基本台帳法上の請求を行うおそれがある。

Ｂ  ストーカー行為等の規制等に関する法律Ｂ  ストーカー行為等の規制等に関する法律Ｂ  ストーカー行為等の規制等に関する法律Ｂ  ストーカー行為等の規制等に関する法律
（ストーカー規制法）（ストーカー規制法）（ストーカー規制法）（ストーカー規制法）


